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近年、高速ネットワークによりwww上でi討議々なコンテンツが展開されるようになり、従来のテキス
トを中心としたコンテンツから多様な種類のデータを.www上で扱うようになり、肥大化する悦b上のデ
ータから効率よく検索する夜術が求められている。なかでも工業製品として分類が難しい趣劇主の高い工

芸の分野においてもデータの肥大化は伊併ではな川筆者らは工芸品の持つ属性を抽象化1感樹食索料T

うことが出来る伝統工芸結金言語以lVILωigi凶Cra他19Marlrup La暗闇ge)を提案した。本稿ではDC肌

で扱うデータの抽象化の手法について述べる。
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1. はじめに

近年の情報通信白書の見られるように日本国内お

いてのブロードバンド化は著しいものがあり、現在で

は相会生活の基盤の重要な役割を果たしている。ナロ

ーバンドが大部分を占める年代においては限られた分

野等において情報の供給者と利用者は明確に分類され

ていたが現在では多種多様な分野において多方向の情

報の樹しが見られ、扱われる情報と利用されるメディ

アは多種多様となり，それらに対応した情報技術の発

達はネットワーク上ビジネスを初めさまざまな活動を

可能にしている。しかし、一方では利用者の目的に合

致した情報を検索し利用するには、現代の検索技術で

は解決することが非常に難しし鴨暗も発生しており、

利用者の多様な目的を考慮した検索技術の確立が必要

となっている。特に情報の発信源が国内外を問わ利子

われる今日において、利用者が希望する情報を膨大な

量のデータより正確に素早く発見し運用を行う広は、

高度な情報処週技術が必要とされる。必要とされる技

術は、知識エージェント技術を介した情報検索機能、

ナピ、ゲーション機能、自動化されたインターフェース

による情報検索支援技術、情報の統合技術として体系

イほ嫡が挙げられる。これら倒守では、知識を扱う上

で対象となる領成必要な知識の獲得等の課題があり、

知識ベース構築する上で非常に重要な課題となる。
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2.従来の知識処忍

従来の研究における知識ベースの構築はエキスパ

ートシステムの研究開発が中心となり行われ、エキス

ノ号ートシステムでは、専門家の知識を知識ベース化し、

専門家と同等の問題解決能力を持つ人工知能、ンステム

の枠深が目的であっTこ。しかし、エキスパートシステ

ムでは専門家からの知識抽出における払咽点や、シス

テムとして利用可能な知識の表現の難しさなどから広

く知識を共有し、再利用することが非常に困難でもあ

った。これらは、システムによる払官酪草決がシステム

を中心とした情報処濯を中心に検討を行われた結果と

考えられる。しかし、今日においては扱う情報の複雑

化より人間とシステムのシームレスな関係、つまり人

間中心の応鳴直解決手法が求められてきている。そこで、

人間とシステムとのインターフェースの役割を果たす

知識先盟システムへの期待大きくなってb、る。

近年、ま侃哉の共有化に必要とされる、抽象化・概念

化のli)移Eとしてオン トロジー及びデータマイニングに

関する勾院が行われてしも。

3工芸品情報の抽象化における課題

3.1WWW上における情報検索の課題

筆者らが提案するDCr.正L(DigitalCra血ngM町kup

』且guage)は[2]、筆者らが目標としている伝統工芸デ

ザインシステム(図 1)の根幹となる要素技術の一つ

である。従来の研究12]で慰留している伝統工芸デサ、イ
ンシステムにおいて、 一定のデータベーススキー7を

基準とした伝統工芸品に対する感性検索法について提

案した。

図1伝統工芸デザインシステム概念

しかし、複数の要素ーから桝成される室内空間は、様々

な調度品等から構成され、一般ユーザーが漠然とした

イメージでそれそ'れの品物を全国各地に分散した

WWW(データベース)より検索し、気に入った品物を

選択することは非常に困難であった。一方生産者から

見た場合、一般消費者に対するプレゼ‘ンテーションか

ら納品までの寸車の流れで、意見の相違が生じること

もあった。 このような現象は、 日頃製品に接する機会

が多い営業 ・職人と干f有知識の少ない一般消費者との

感性の異なりと認可哉しており、過去に行ったアンケー

ト調査12]においても証明されている。さらに、伝統工
芸品の耳役人と一次問屋においても同様なことが発生し

ている。以上から、図1に示すVRファクトリ共有空

間の構築が求められており、 「一般消費者」仲 「生産者」

特「営業のJ三者において共通のプラットホームを提

告令することが必要と考える。

3.2伝統工芸品情報の抽象化における課題

前項て池ベた伝統工芸品検索等における問題の解決

の為に、対象とする伝統工芸品の分類上の特徴を行っ

た。室内空間に配置する工芸品は、 様々な特徴を有し

ている。室内空間に配管する調度品は、名称を初め様々

な属性を有している。従来のりレーショナパぞヂータベ

ース (RDB)では、データ登録者の主観により製品を

初めとした属性データが登録されていた。登録された

属性データは、登録者間の共通認識がある場合では有

効な検索キーワードと して作用すると考えられるが、

検索者の視長が異なる場合においては、対多糊を検索

することが非常に困難になると考えられる(図2)。こ

れは、工芸品封主に柄主する課題であると角献するこ

とが出来る。

図2・空間内における多様な視点
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一方では特定分野における概念の体系化は進んでお

り、利用目的に合わせた分類体系が存在している。こ

こで幾つかの例を示す。初めに(財)満面システム開

発センターの JICFS分類体系では主に消費者からの

視点に重点を置き、対称となる商品の効用や用途によ

る分類を基本としている。一方、総務省統計局による

日本標準商品分類は主として統計調査で用いることを

前提とし、工業統計等に利用されている。これらの分

類体系は分類の使用目的や属性により異なる概念化が

行われた結果と考えられる。

4 .. 抽象化へのアプローチ

伝統工芸品情報の抽象化にあたり、伝統工芸品が意

味する範囲が非常に多岐に渡ることを考慮しアウトラ

インを検討することとした。理由として、伝統工芸品

と定義される対象物は長い年月を経てー脚ぬ解釈か

ら専門的な解釈まで様々なスタイルで分類されており、

それらを効率よく活用出来るよう検討した。

次に、伝統工芸品情報が幅広い利用者を対象とする

必羽生から商品広告や生産活動にも使えることが重要

と考えさらに、日本各地に展開する伝統工芸品情報な

ども考慮する仕識とする。構造とし、伝統工芸品の基

本情報を示すヘッダ部分及び詳細な情報を保持する

body部分に分離し、さらにボディ部は工芸品に関する

詳細情報と知的検索(感性検索)を行なうための情報

を保持する位識とする。詳細育報は、伝統工芸品デー

タベーススキーマの標準化の中心となるモジューノレで

ある、本稿では一般消費者及て腔産者が異なる視点か

ら検索を行なうための区分について考慮した。

4.1.DC阻』スキーマに関して

DGMLを構築する際に、筆者らはnG阻」を f分散

環境下における知識の共有jであると定義し、スキー

マの検討を行なった。スキーマの定義方法は大きく分

類すると、Java言語等で構築されたオブ、ジェクト指向

型とメタ記主を中心とするオントロジー型に大きく分

類することが出来る。

4.2.DC阻』言語アーキテクチャ

伝統工諒回全言語DC阻 Jについての要求をついて考

察を行なった。

4.2.1.伝統工謝ロのデータモデル

工芸品をデータベースイじするには、データベースの

モデルとして表現する必要がある。データモデノレとし

ては、一側句にRDB型を初めとし、オブジェクト指

向デL タベース、半構造型データベース等が挙げられ

る。 RDB型・オブジェクト指向型データベース等の

関係デL タモデルでは、データベースのテーブル構造

を最初に定義する必要があり、定義した内容を変更す

ることは困難である。一方、半構造型データベースで

は、データ内部に構造を言白金することから柔軟にデー

タモデ〉レの変更に対応することが可能となっている特

徴を有していることから数多くの属性をもっ伝統工芸

品のデータに対して柔軟な対応が可能となり、一方

RDB型では属性を全て網羅するためには非常に大き

なテーブル構造を持つ必要があり、現実的には不可能

なことである。これらのことから、 DGMLでは、半構

造体のデータモデルの記述を用いて実装することを提

案する。室内空間内での工芸品を扱うために図3のよ

うに空間を構成するオブジェクトを、「空間Jr伝統工
芸品Jr景観j情報の3つの階層に分類を行った。「建
具jは更に「欄間Jr衝立Jr戸Jの階層とし、更に「戸J
は「襖Jr笥境J帽子Jの階層、そして「障子Jは r4
組障子Jr2組障子Jから構成され、各々の建具におい

ても様々な属性情報が必要となる。

園プレゼンペヨ
空間 伝統工芸品 最a

-_....，・E盟国.

H34ム-
Jt室議関根
『蚤ー面面 4組 組

図s:プレゼンテーション空間の階層

図4に示すように、要素名がX阻」における記述で

はタグとなる。空間内に配置する建具は、デザインパ

ターン形状、色彩及。空間のデザインにより受ける感
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性が異なることが過去の研究で明らかになっており、

データを一律に扱うことが難しいと考えられる。

そこで、筆者らは共通検索テーブルを構築し(表1)、

X阻」で記述した属性データの関係、を示す。図4中①

部では、建具の基本的制育報を記述し、図4注②iこで

は、各建具のおける感性検索に必要な属性が記述され

ている。

表 1喋通検索テーブル

項 目 内 骨，...， 

共通キーワード 製品名称等

属性データ 属性データは班rrータ)
. . . . . . . . . . . . . . . . 

〈プレゼンテ}ション空間〉

4躍謹間〉

〈建ゐ 1 

4章子~ r ① 
<fI.上">

〈バター》四角4パターン〉

〈桔争中間吋大きさ〉

φ 自<J@;> l② 
母親，!Jtt商吋願，!Jt!>

4摺上">

4障子〉

4建男P

4寝屋盟問P

<$>赤茶<$>

〈天静赤吋芙炉

〈壁Pクリーム4型炉

4プレゼンテ}ンヨン空間〉

図4:肌記述例

4.2.2.デ}タの抽象化手法及て紛類

半構造モデルの検索ルールの決定を行う上では、対

象となる属性を階層化する必凄性がある。この木構造

生成が検索効率の成否を決める重要な要素となる。つ

まり無駄の無い検索ルールを構築する上では幾つかの

前提条件が必要となると考えた。この前提条件とは、

扱う伝統工芸品が持つ、様々な属性データについて、

最も効率のよい階層(木精過を構築し、木棺造に従

いデータを結企することで実現できると考える。しか

し、横断的な検索を行うには、日本各地に点在する多

種多様の伝統工芸品全てに、正確な属性を与え最適な

木構造を構築する必凄性があり、工芸品の生産者及び

販売者等(データ登録者)はこれら属性を正確に表現

する必喪性が生ずる個5)，。しかし、ー脚句に生産者・

消費者に対して前述した属性に対する正確な木構造の

構築を求めることは非常に難しいと，割コれることから、

沖構造構築に必要とする属性データについて以下のア

ブローチを用いることとした。

図5:プレゼンテーション空間材鑓

「属性データの木構造構築において、専門的な知識を

有せす滑う為、視錨句な形伏データ及びVPIC(V1SU8l

Pattem Image Cod血g}[3]による物蹴句な形伏特性の

自動登録j及び、一暢句な見識で分類もしく間翻リ出

来る属性として

-工芸品として分類例減量・漆器等・着物)

.空間における標準的な配置場所等

-稼動部分の有無

・基材句なデザインパターン

.色彩

・その他必要な属性

を属性データとして用いることとした。
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5.DCML論理設計

筆者らは前章で述べたDC阻 Jの構造を満たすため
に言語モデルを設計した。

DC阻」の言語モデルの特徴は
a)芸品に対して共通検索キーの提供

b} 感性検索。罰的検索)の提供

d 工芸品の自動登録
d) ユーザ」の視点の動的に変イヒする検索ポイント

である。

園
(
⑮

分類C1'"[ε，. E2. E3. E4. E5. E6} 
分銅 C2={E1. E6. E6} 

分類句:::(E2，臥 E4}

図6:DC阻』スキーマ

スキーマ構築では図6に示すように工芸品を構股する

分類(必悶今)及び要素{element}が存在する。例えば

Clを任意の視点から見た空間と定義すると空間に存

在する要素は式(1，2)のように表現される

全体標記

Cl=包1，E2，E3，E4，E5，E6}・・ H ・H ・.....・H ・- ω 
分類標記

C併包5，E6} ・・ H ・H ・H ・H ・H ・-…...・H ・...・・ (2) 

DC阻 Jのスキーマ拡張では、知的な検索を容易にす
る為の2次拡張及び工芸品に対する属性拡張に対応す

る設計とし丸宣言された上位に分類に対して新たに

追加する要素では、情報の冗長化を防ぐ意味からお示

を新たに定義することとした。これらはオプ、ジェクト

指向の多重継承である。つまり、式ωに要素E7を追
加したと仮定した場合剥:3)として表現できる。

C6=包5，E6，ド包7} ・・ H ・H ・....・H ・...・H ・-… (3) 

しかし、多重継承を行った場合には名前種演の払閣が

発生することが魁念される。つまり、式 (1)で用い

たClの要素包1，E2，E3，E4，E5，E6}に対して、 C2の異

なる視点から見た空間要素にClと同じ要素名が用い

られる可能性を否定することは出来な凡

このとき ClとC2との聞で発生した要素名の管疾

の際に、互いの要素名の意蜘ぬ互換性の側寧が出来

ないと懸念される。この場合プログラミング言語であ

れば優先!樹立の制御等を行い名前種撲の問題を解決す

る手法もあるが、DC阻」言語モデノレでは多重継承の失
敗として処還を行う。

7.DC阻」の実装
本稿の実装では、 KAモジュールに対して、新たに

DC阻」プロセスを追加しプロトタイプの検討を行な
った個7)。

-ヲ』ピス
.wwwヲーIi(眠HTTPI)..  ぬ調3
・JAVASI渇E

know1ed伊Agent

l 尉説ta

DB Servet 

図7:00阻」版工芸品検索システム

プロトタイプ実装では、 X阻 J プロセス先日里にオー

プンソースである BayServer[4]とインタープリタ言

語であるお[4]を用いて実装を行なった。

プロトタイプシステムでは、各地に点在したデータ

ベースに対してデータを図8に示すようなシステムを

用いて工芸品データの登録を行なった。

各地に展開するローカルデータベースシステムには、

横浜BayKid4]により提供されているwwwサーバプ
ログラム(BXS)を使用する。
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CA 

9.まとめと今後の課題

本稿で提案した、DGMLは日本各地に点在する伝統

工芸品のアーカイブ化に適したデータモデルの構築と、

工芸品の検索につして樹謝食索を取り入れた検索を行

うデータモデルを提案した。今後の課題としては、デ

ータ抽象化の手法についてさらに検討を行う必要があ

ると考えた。なぜなら、抽象化の過程において得られ

るホ梢造についてその品質、つまり各々の工芸品が持

つ固有の性質(属的が抽象化により、平滑化する可

能性があることである。平滑化されることにより、検

索において必要制育報が失われユーザーが意図する検

索品質を維持することが難しくなることが臆念される

ことである。また、 DCMLを用いた検索手法の有効性

を定量的に開園することが必要であると考えられる。
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